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活動内容
・支援室サポーターは、「大学で何か困っていることがあれば、

お互いに助け合えたらいいよね」という気持ちを大切に活動して

います。

・主に昼休みに定例会を行い、研修会、活動の相談や報告を行な

います。ランチやお菓子をつまみながら、無理のない範囲で参加

しています。

・活動に取り組む中で、多様性の理解や自身の

スキルアップを目指しています。



2025年度の活動
・定例会

・各ワーキンググループごとの活動

（発言カード作成WG、お茶会・交流会準備WG、趣味・余暇
活動推進WG、バリアフリー状況調査WG）

・研修会

・個別のサポート活動

今年度は、主に学生センター支援室内の会議室や講義館、人文館
で活動しました。



定例会
毎週金曜日に学生課となりの会議室にて、各WGの進捗報告や

相談を行いました。各自お昼ご飯を持ち寄り、作戦会議を

しました。

活動内容を用紙に
記録します！



メンバー構成

 ◇ 1年生 １名

◇２年生 ７名

◇３年生 ６名

◇４年生 ５名

2025年度 19名

特別支援室スタッフ ２名

（主任・コーディネーター）



サポーターへの登録動機

• 学科・専攻で学んでいることと関係があるから。

• 対人支援や教育に関わる仕事に就きたいと思っているから。

• ボランティアに興味があるから。

• 昨年度参加して、人の立場に立って考えるという経験ができ、
視野が広がったから。

• 自分自身の成長・スキルアップにつながると思ったから。

• 他学科・他学年の人と交流をしたいから。

• 自分のペースで活動でき、授業との両立がしやすいから。

• 知人が入っていて興味を持ったから。

※似たものをまとめたり個人が特定されないよう表現を変えたりして記述



ワーキンググループ



発言カード作成WG

目的

発言者やグループワークのルールを明確にし、グループワークをより円滑に

することを目的として活動しています。聴覚障害や発達障害を持つ学生を

はじめとして、すべての学生にとって参加しやすいグループワークづくりを

目指します。

活動

教員の先生方にアポイントを取り、作成した発言カードについて説明し、アドバ
イスをいただきました。また実際に先生方の講義で使っていただき、使用した感
想を伺う、授業内で学生に発言カードを紹介するなどの活動を行いました。

今後の展望

アドバイスをもとに発言カードを試作し、実用に向けて活動していきます。



講義で使って
いただきました！



バリアフリー状況認知調査WG

目的

全ての学生にとって使いやすい学内環境を作ることを目的とします。

活動

学内のバリアフリー状況について特別支援室の利用者を対象とした

アンケートを作成、実施します。ほかにバリアフリーの啓発活動と

して、様々なバリアフリーやバリアフリーマークの紹介を行うための

カードなどの作成を行います。

今後の展望

アンケートやバリアフリー紹介カードなどの実現に向けてアンケートの

質問項目の設定やアンケート用紙の作成、バリアフリー紹介カードの作成

を行っていきます。



作成中の紹介
カードです！



趣味・余暇活動WG

目的

学年・学部問わず、誰でも参加可能な擬似サークル的活動の開催を企画しています。

学生の交流や物事を楽しみたい人が、気軽に参加することができる活動を目指しま
す。

活動

やりたい趣味・余暇活動の募集・提案を行い、いくつかの活動案の中から学生に

やってみたい活動についてのアンケートを実施しました。

今後の展望

アンケートで募った活動をもとに、趣味活動を実際に企画して実行していきます。

活動は一つに限らず、複数の活動を行えると良いと考えています。

実際にやってみて、どのくらいのペースで継続させるかなどを検討したいです。



支援室サポーターで作成したアンケートを、
QRコード内からアンケートフォームに回
答できるように、ポスターを支援室内に掲
示しました。

活動案例

 手芸、料理、運動などなど

（他アイデアも募集中です！）



お茶会・交流会計画準備WG
目的

それぞれ都合の良い時間で活動したりWGごとに集まったりしているので、なか
なか会えない人もいます。お互いの活動について報告しあったり情報交換した
りすることで、知識を増やしたり別の視点からの意見をもらえたりするため、
交流の時間も大切にしたいと考えます。

活動

上記の目的のもと、このWGでは、お茶会などの交流会を企画し、実施に向けて
準備を進める活動をしています。

今後の展望

他学年・他学科の学生と交流する機会は貴重なので、季
節のパーティーなど定期的に計画し開催したいです。み
んなが興味深く取り組める活動も考えていきたいです。



司会・進行も
務めます！

クリスマス会開催に向けて準備中！



研修会



第1回：ヘアドネーション体験レポート
ヘアドネーションを実際に行った本学学生をゲストとしてお呼び
し、ヘアドネーションとは何か、ヘアドネーションをしようと
思ったきっかけやヘアドネーションの仕方、ヘアドネーションを
するときのポイントなどについて、ゲストの経験を交えてお話し
していただきました。



ヘアドネーションについて

• ヘアドネーション＝髪の毛の寄付。

• さまざまなNPO法人がドネーションを引き受けている。

• 寄付するNPO法人によって用途やドネーションできる条件は異なる。

ヘアドネーションをするときのポイント

• 利用する団体のポリシーに自分の希望が合うかどうか考えよう。

• 無理に髪を切ろうとはしない。提供したいと思える時にしよう。

• 募金やグッズ購入という支援の形もある。

学んだこと



第2回：台湾の文化を学ぼう！

• 留学生の江さんから、台
湾の若者が好きな食文化
や物価などについて説明
を聞いたり写真を見たり
して学びました。

• 道路いっぱいに屋台が広
がっている風景など、日
本とは違った文化だとい
うことを目の当たりにし
ました。



第3回：クリスマス会兼活動報告会

・12月12日、支援室サポーターで

クリスマス会兼報告会を行いました。

・当日はお茶やお菓子、ランチBOX

などが配られ、食事を楽しみつつ、

改めてサポーター同士で自己紹介や

活動報告、レクリエーションとして

カードゲームをしました。

・クリスマス会を通してお互いの意

外な一面を知ることができました。



個別の
サポート活動



車いす運搬作業

• 支援対象の学生さんが車いすが必
要になった時にすぐに利用できる
よう、支援室から講義をする教室
の近くまで車いすの運搬・設置を
行いました。

• 運搬途中には、車いすに気づいた
学生さんがドアを抑えてくれたり、
エレベーターの開ボタンを押して
くれたり、サポートしてくれまし
た。



• 授業資料を読みやすくするための拡
大読書器というツールがあります。

それが必要な授業で、設置準備や片
付けを手伝いました。

視覚障害学生の情報保障



今年度の
振り返りから



• 支援ツールを運搬する作業に従事したが、支援対
象の学生さんの気持ちを考える機会になった。

• 研修会への参加を通して、多様性への理解が進ん
だ。

• 掲示や支援用品など、学内で実際に使用されるも
のをデザインする活動を行った。これまで開発さ
れたユニバーサルデザインのグッズなどがどれだ
けすごいかが改めて分かった。



• ワーキンググループで活動したことで、役割分担な
どを通してチームにおけるコミュニケーションの取
り方を学べた。

• 「障害者に関わる活動」と思われがちだが、障害の
有無に関わらずみんなに向けての活動だと感じた。

• サポーター同士の交流もでき、楽しかった。

• 先生方にインタビューするなど普段関われない人と
関わることができた。

• 支援ツールの開発を行い、先生に「使ってみたい」
と言われ、やりがいを感じた。



随時メンバー大募集中！
私たちと一緒に

活動しませんか？

＜問合せはこちら＞

学生相談・特別支援センター 特別支援室 （担当者：松田）

TEL：022-277-6276 Email：shien2@mgu.ac.jp

URL：https://www.mgu.ac.jp/campus/support/shien/

イラスト：本学学生

mailto:shien2@mgu.ac.jp
https://www.mgu.ac.jp/campus/support/shien/


お待ちしています！

表紙・最後のページの写真提供：
幼児教育専攻２年 齋藤はるな
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